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アカウニは,東 京湾から九州に至る浅海の転瓦 岩礁地帯に分布する日本国有種である1!島根県

では主 として生 ウニ,一 部はアルコール漬 として販売 されてい る。

近年,本 種の人工種苗生産が佐賀県および山口県で事業化さ苑100万 個単位で生薩

魁 天然採苗の試みは未だなされていない。

天然採苗法は人工採苗法に比べて,得 られる種苗数が年々の幼生発生量および海況に左右される

という欠点をもっ。しかし,採 苗施設が安価で漁業者あるいは漁協単独で実施可能なこと,お よび

採苗期間中の管理が容易であるという利点がある。

まち 各地先のアカウニ資源量はそれほど多 くないので 数万個単位で採萬 放流できれば地先

資源減少の防止になり得ると考えられる。そこ蔦 筆者らは天然採苗法によるアカウニ稚 ウニ生産

の可能性を検討 した。

材 料 お よ び 方 法

1980年2月21日 一6月10日(A連),3月12日 一7月2日(B連)3月19日 一7月31日(C連)

3月28日 一7月9日(D連)お よび;1981年3月11日 一7月23日(E連)の 周 鹿島町恵曇地先

(水深30m)に 採苗施設を設置 した(図D塩 化ビニール製波板

(厚 さ0.3mm,30cm×60α 勿 を2枚 たが えて重れ 玉ネギ袋(43

×83em)に 入 れて採苗器 とし,採 苗器 を深度0一 ・30mに か けて

(但 しE連 は5～15mに か けて)ロ ー プに約1m間 隔 でと りつ け

て採苗施設 とした。 また,1980年2月26日 一7月31日 の問 以下

の3種 の採苗器 す なわ ち,① 玉 ネギ袋 に塩 ビ波板(厚 さO.3mm

30×60cm)を2枚 たがえて入れた採苗器,② 玉 ネギ袋がふ くれ る

程度に古網(定 置 身網)を 入れた採苗器,③ パール ネッ ト(目 合

5mm)に ホタテ貝殻15枚 を入れた採苗器 を深度0～30mに か けて

1m間 隔 で交互に とりつけた施 設を設置 した。 図1採 苗器設置点



結 果

1)設 置時期と採苗個体数

各々の連で採苗で きた アカウニ個体数 は,A連:O-30個 体/採 苗器,平 均8.8個 体/採 苗器

B連:0-66個 体/採 苗器 平均17.1個 体/採 苗器,C連:O-9個 体/採 苗器 平均1.7個 体/

採 苗器,D連:0-20個 体/採 苗器 平均1.8個 体/採 苗器 であった。設置時期が3月12日 以前の

A・B連 で採苗数が多 く,以 降の連 では極端に少なか った。また,1981年 の,B連 と同時期 に設

置 したE連 では;3-23個 体/採 苗器 平均8.8個 体/採 苗器 であった。

2)取 りあげ持期と採苗個体数

採苗器取 りあげ時;期が最 も早か ったA連 では,殻 径2mm以 下の同定不能稚ウニが約50%を 占め,

アカウニの平均殻径は5.2mmで あった。次 いで7月2日 に取 りあげたB連 では,殻 径2mm以 下 の稚

ウニは約20%,ア カ ウニ平均殻径7.8m皿で あ り,7月9日 に取 りあげたD連 では殻撃2mm以 下稚 ウ

ニは約8% ,ア カ ウニ平均殻径7.2miry7月31日 に取 りあげたC連 で は殻径2mm以 下稚 ウニは約8

%,ア カ ウニ平均殻径7.9mmと,取 りあげた時期が遅 れるほ ど同定不能の稚 ウニの出現割合 は少 な

くな り,ア カウニの平均殻径は大 きくな る傾向があった(図2)。

図2.採 苗器に付着したウニ類の個体数の割 り合

3)採 苗器設置深度と採苗個体数

深度5m毎 に採苗個体数の1採 苗器あたりの平均値を求軌 それを深度別採苗個体数とした。そ

の結果A連 では深度5～15mに かけて」B運,C連,D通 およびE連 では5～10mに かけて採

苗個体数が最 も多かった。また,深 度別平均殻径嬉A通B連 では上層ほど大きかった粧C連

D連 およびE連 では中 ～F層 で高い傾向があった。なお,深 度0～5m間 の採苗器は波浪のため破

損が著しく,A連,C運,D連 ではほとんど脱落 していた(図3)。



図3ア カウニ稚ウニ水深別採苗個体数および水深別平均殻径



4)異 なる付着基質によるアカウニ採苗個体数

前述の3種 の採苗器別 のアカウニ採苗個体数:を比べる、と,塩 ビ波板が最 も多 く,まtg平 均 殻径

も大 きか っ仁。反対 に,古 網では全 く採苗で きなか った。(表1)・

表1採 苗器の差違によるアカウニ採苗結果
(単位:個 体/採 苗器)

()内 は平均殻径

5)そ の他のウニ類

採苗器 に付着 したウニ類では,ヒ メゥ ニ

旗

 Temnotrema sculptum (A.Agassiz))

 Hanicentrctus puldierrimus (A Agassiz )

reevesi (Gray)

お よ びハ リサ ンシ ョウウ ニ

葺最 も多 く
,パ フ ン

(Tennoplew7ts (Torewraatira )

がご くわずか出現 した。なお,ア カ ウニは ヒメウニに次 いで多 く出現 した(図2)・

考 察

以上の結果よ り,ア カウニ稚 ウニは2月 ～3月 中旬 深度5～10〃zに かけて多 く付着 し,付 着・

基質 として塩 ビ波板が比較 的良 い ことが分か った。 しか し,採 苗個体数は最高66個 体/採 苗器

平均1.7～17.1個 体/採 苗器 と少 なかった。

角田2)は 山口県のアカウ三生殖巣指数の季節変化 を観察U,産 卵盛期 を11～12月 頃 と推定した。

また,山 辺3)は ア カウニ幼生 の飼育 を行なし、 ふ化か ら付着までの期 間を約40日 とした・

これ らよ り島根県沿岸域のアカウニ稚 ウニの付着盛期 を推定す ると,12月 ～1月 中旬 とな り,

採 苗施設設置時期 よ り早い。 しかし,1980年 のB連 と,同 時期に設置 した1981年 のE連 の採苗個

体数 を比較す ると,E連 はB連 の約、19'であ る。以上 よ り,本 種の産卵期,お よび海況は年によ り変

動す ると考 えられ る。

また,A連 よりB連 で採苗個体数が多かったが,こ の一因として,エ ゾパフンウニの天然採苗時

に指摘 されたよ鵬 付着板の藤 群集の形成状態に差異があったことが考えられるρ。

今後 沿岸域のアカウニ産卵期 浮游幼生の形賑 稚ウニの付着生態を調査し,さ らに採苗器の

耐波性の改善を行なえば 天然採苗個体数の増加の可能性があると考えられる。
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